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   ｢本山寺山森林づくりの会｣活動報告(2024.05.26)                                                                                         

                                                                         文：武田(写真も)：写真；山 國 

日 時：2024(令和 6)年 5 月 26 日(日)  9:30～15:30  

気 象：晴 

活動エリア：45 林班に-01 

活動内容：森林機能強化(作業道整備)  

参加者(会員)  斧田一陽､倉谷邦雄､武田壽夫､山 國                             会員４名 

                                                                                                                                                                                                                                        

＜雨上がる＞ 

  定例の第三日曜日(19 日)は雨で作業止め､今日はその代替日で一週遅れの活動。その為か､参加はロ

ートル四名とこじんまりの人数。今年度の計画では｢作業道 100m を整備｣を掲げていて､作業小屋から

45 林班の沢筋への道を拓くための測量と一部着手が今日の課題。トラバース的にルートを選ぶ。 

＜活動地要図＞ 

 

＜山里は冬の薪づくり： 井上会員＞ 

 

＜今日の成果＞ 

  起点は作業小屋側の界標３､そこから界標 8 まで 90m の経路を確定(黄緑線)。内､濃緑線の界標５付近

までを整備。道を広げ､路肩に倒木を移したり(運搬)､倒木を除けたりの力仕事。春の深まりか随所に若

葉や新芽。 

ヒヤリハット一件：倒木の枯枝払い中､右腕に引っ掛き傷。血が滲み出す程度の軽い刺傷)。 

ルートを選

びながら､

巻き尺で計

測を繰返す 
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＜邪魔な路肩の伐木を積み直す＞ 

 

＜左写真の力仕事＞ 

 
＜作業後の一例＞ 

 

＜以下三葉：春の目覚め①ヤマザクラ＞ 

 
＜③モミジ 鹿避け囲いの効果は如何？＞ 

 

＜③古い伐倒木にも新芽が＞ 

 

 

 


